
特
に
足
り
な
い
の
は

レス
ト
ラ
ン
の
サ
ー
ビ
スス
タ
ッ
フ
と
調
理
人

　

具
体
的
に
人
手
が
足
り
な
い
職
種
と
し
て
、
多
く
挙
げ

ら
れ
た
の
が
レ
ス
ト
ラ
ン
（
フ
ー
ド
＆
ビ
バ
レ
ッ
ジ
）
部

門
で
し
た
。
特
に
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
「
サ
ー
ビ
ス
、

調
理
の
い
ず
れ
も
ス
タ
ッ
フ
が
不
足
し
て
い
る
」
と
い
う
声

が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
客
室
清
掃
な
ど
を
外
部

委
託
し
て
い
る
場
合
に
は
、
契
約
先
の
企
業
で
人
が
集
ま

ら
ず
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

全
国
の
ホ
テ
ル
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
伴
い
、

英
語
圏
以
外
の
国
々
か
ら
も
大
勢
の
お
客
様
を
お
迎
え
し

て
お
り
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
高
め
る
た
め
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
が

必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
宿
泊
産
業
に
お
け
る

会
員
ホ
テ
ル
の
８
割
弱
が
「
人
手
不
足
」

　

当
協
会
に
は
現
在
、
全
国
２
４
９
の
ホ
テ
ル
が
加
盟
し

て
お
り
、
毎
年
６
月
、
会
員
向
け
に
「
会
員
ホ
テ
ル
の
概

況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
結

果
は
外
部
非
公
開
で
す
が
、
回
答
率
は
例
年
非
常
に
高
く
、

我
々
が
ホ
テ
ル
業
界
の
動
向
や
課
題
を
知
る
た
め
に
役
立

つ
調
査
と
言
え
ま
す
。

　

近
年
、
人
手
不
足
や
雇
用
の
問
題
は
ホ
テ
ル
業
界
に
お

い
て
も
関
心
が
高
い
こ
と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
わ
か

り
ま
す
。「
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
か
」
と
い
う
設
問

に
対
し
、イ
エ
ス
と
い
う
回
答
は
２
０
１
５
年
の
調
査
で
77

％
、
２
０
１
４
年
か
ら
８
％
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
激
な
増
加
は
、
我
々
の
業
界
に
と

っ
て
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
一
方
で
、
労
働

力
不
足
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

日
本
の
ホ
テ
ル
産
業
の
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を

一
般
社
団
法
人
日
本
ホ
テ
ル
協
会
　
会
長
　
　
　

小
林 

哲
也

4

●
イ
ン
タ
ビュ
ー 

観
光
産
業
、宿
泊
産
業
、観
光
地
に
お
け
る

雇
用
と
人
材
を
考
え
る

　

特
集
３
で
語
ら
れ
た
「
観
光
地
の
現
場
で
起
き
て
い
る
こ
と
」
に
対
し
て
、
業
界
団
体
は
ど
う
対
応
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
、ま
た
国
は
ど
う
認
識
し
、今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、日
本
ホ
テ
ル
協
会
・
小
林
会
長
、

日
本
旅
館
協
会
・
針
谷
会
長
、
そ
し
て
観
光
庁
・
田
村
長
官
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
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そ
の
質
を
保
つ
に
は
新
た
な
人
材
確
保
も
大
事
で
す
が
、

高
齢
ス
タ
ッ
フ
の
活
用
を
含
め
、
今
働
い
て
い
る
人
材
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
が
重
要
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
会
長
を
務
め
る
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
１
９
９
９
年
か

ら
「
さ
す
が
帝
国
ホ
テ
ル
推
進
活
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
客
様
か
ら
ほ
め
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
を
各
部
長
が
選
び
、

年
に
約
50
人
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
受
賞
者
は
自
分
の
職

場
で
社
長
か
ら
直
接
表
彰
さ
れ
る
た
め
、
他
の
ス
タ
ッ
フ

に
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
年
間
の
大
賞
受
賞
者
が

全
従
業
員
の
投
票
で
選
ば
れ
る
た
め
、
優
れ
た
サ
ー
ビ
ス

を
学
ぶ
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
ホ
テ
ル
協
会
で
は
、
人
材
育
成
事
業
に
力
を
入
れ

て
お
り
ま
す
が
、
私
は
今
各
ホ
テ
ル
の
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ

を
集
め
、
さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
学
べ
る
機

会
を
提
供
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
当

協
会
の
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
実
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
大
学
院
大
学
の
よ
う
な

機
関
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
を
観
光
庁
長

官
に
も
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
に
つ
い
て
の
研
究
な
ど
も
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

日
本
の
ホ
テ
リ
エ（
ホ
テ
ル
従
業
員
）は
も
ち
ろ
ん
、
東

南
ア
ジ
ア
で
観
光
を
学
ぶ
学
生
や
ホ
テ
リ
エ
な
ど
も
高
い

関
心
を
示
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
こ
ば
や
し　

て
つ
や
）

聞
き
手
：
観
光
政
策
研
究
部　

梅
川
智
也
・
西
川　

亮

外
国
人
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
在
留
資
格
の
「
技
術
・
人

文
知
識
・
国
際
業
務
」
に
よ
っ
て
、
フ
ロ
ン
ト
業
務
や
企

画
業
務
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ホ
テ
ル
協

会
会
員
か
ら
は
現
在
の
在
留
資
格
の
緩
和
と
対
象
職
種
の

拡
大
に
対
す
る
要
望
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
協
会
は
数
年
前
か
ら
、
政
府
な
ど
に
そ
う
し
た
要
請

を
行
っ
て
き
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
行
の
入
管
法
上
で
は

前
述
の
と
お
り
フ
ロ
ン
ト
業
務
と
企
画
業
務
は
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
同
じ
在
留
資
格
で
主
た
る
業
務
が
レ
ス
ト
ラ

ン
サ
ー
ビ
ス
や
ベ
ル
ボ
ー
イ
な
ど
の
場
合
は
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
か
ら
高
く
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
日
本
の
ホ
テ

ル
の
接
遇
サ
ー
ビ
ス
の
維
持・向
上
の
た
め
に
、
引
き
続
き
、

外
国
人
の
在
留
資
格
の
緩
和
・
拡
大
に
向
け
て
、
働
き
か

け
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

利
益
を
生
み
出
す
た
め
の
生
産
性
向
上
が
鍵

　

日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
雇
用
の
７
割
を
占
め
る
サ
ー
ビ
ス
産

業
は
、
諸
外
国
と
の
比
較
や
製
造
業
と
の
比
較
に
お
い
て
、

生
産
性
が
低
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
伸
び
し
ろ
に
、

今
後
の
成
長
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

機
械
化
で
効
率
よ
く
処
理
で
き
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

Ｉ
Ｔ
等
の
利
活
用
を
進
め
な
が
ら
、
昨
年
よ
り
今
年
、
来

年
と
生
産
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
か
に
付
加
価
値
の
高
い
質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

適
正
な
価
格
で
提
供
し
、
利
益
を
生
み
出
し
て
い
け
る
か

が
鍵
で
あ
り
、
そ
の
利
益
を
生
む
源
は
人
材
で
あ
り
、
人

材
へ
の
投
資
も
、
今
後
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

今
い
る
人
材
の
モ
チ
ベ
ー
ション
維
持
と

高
度
な
人
材
の
育
成
を

　

私
自
身
は
日
本
の
ホ
テ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
は
世
界
的
に
見

て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
と
思
い
ま
す
。

Interview

小
林 

哲
也
（
こ
ば
や
し 

て
つ
や
）

　

１
９
６
９
年
３
月
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
卒
業
。
同
年
、
株
式
会

社
帝
国
ホ
テ
ル
入
社
。
セ
ー
ル
ス
部
長
、
営
業
企
画
室
長
を
経
て
、

１
９
９
８
年
取
締
役
総
合
企
画
室
長
、
２
０
０
０
年
常
務
取
締
役
帝

国
ホ
テ
ル
東
京
総
支
配
人
、
２
０
０
１
年
代
表
取
締
役
副
社
長
、

２
０
０
４
年
代
表
取
締
役
社
長
。
２
０
１
３
年
３
月
か
ら
一
般
社
団

法
人
日
本
ホ
テ
ル
協
会
会
長
、
同
年
４
月
か
ら
帝
国
ホ
テ
ル
代
表
取

締
役
会
長
。
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課
題
や
改
善
策
を
考
え
る
「
第
１
回
旅
館
・
ホ
テ
ル
生
産

性
向
上
協
議
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
規
模
、
中
規
模
、

小
規
模
の
各
旅
館
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
４
部
門
か
ら
２

軒
ず
つ
選
定
し
て
お
り
、
今
後
は
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
取

給
与
の
低
さ
は
生
産
性
の
低
さ
を
意
味
す
る

旅
館
・
ホ
テ
ル
業
界
は
、
全
国
各
地
で
人
手
不
足
の
状

態
で
す
。
最
も
足
り
な
い
の
は
、
第
一
に
接
客
の
最
前
線

に
立
つ
客
室
担
当
、
第
二
に
調
理
ス
タ
ッ
フ
の
二
業
種
で

す
。
特
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
以
降
は
、
よ
り
給
料
の
高
い
業

界
に
人
材
が
流
れ
る
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
、
大
都
市
よ

り
地
方
が
厳
し
い
状
況
で
す
。
他
産
業
の
景
気
が
良
く
な

っ
た
こ
と
、
新
卒
者
数
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
、
国
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
よ
り
訪
日
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し

た
こ
と
な
ど
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
に
関
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
に

せ
よ
、
や
は
り
人
が
集
ま
ら
な
い
の
は
、
旅
館
ホ
テ
ル
業

の
給
料
が
安
い
か
ら
で
す
。
安
い
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
主
な
も
の
と
し
て
は
次
の
４
つ
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
①
熟
達
す
る
の
に
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
要
し
な

い
職
種
で
あ
る
、
②
旅
館
が
給
与
水
準
の
低
い
地
方
に
多

い
、③
副
収
入（
チ
ッ
プ
）が
あ
る
、
④
寮
や
食
事
の
賄
い

が
付
く
こ
と
が
多
く
、
生
活
費
が
安
く
て
済
む
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
前
提
が
あ
る
に
し
て
も
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
業

界
の
給
与
水
準
は
低
す
ぎ
る
と
言
え
ま
す
。
そ
れ
は
付
加

価
値
が
低
い
、
す
な
わ
ち
業
界
の
生
産
性
が
低
い
か
ら
だ

と
私
は
考
え
て
い
ま
す（
図
１
）。

製
造
業
に
学
ぶ
生
産
性
向
上
の
ス
キ
ル

今
や
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
７
割
を
占

め
、
生
産
性
向
上
の
努
力
が
不
可
欠
で
す
。
昨
年
６
月
に

総
理
官
邸
で
宿
泊
、
飲
食
、
道
路
・
運
送
、
介
護
、
小
売

の
サ
ー
ビ
ス
５
業
種

の
代
表
を
集
め
た「
第

１
回
サ
ー
ビ
ス
業
の

生
産
性
向
上
協
議
会
」

が
開
催
さ
れ
、
私
も

参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
当

協
会
は
昨
年
度
、
全

国
の
会
員
か
ら
モ
デ

ル
と
な
る
旅
館
・
ホ
テ

ル
を
公
募
し
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て

今
こ
そ
宿
泊
業
界
は
生
産
性
向
上
を
図
る
べ
き

一
般
社
団
法
人
日
本
旅
館
協
会
　
会
長
　
　
　

針
谷 

了

注：付加価値額とは、企業の生産活動によって新たに生み出された価値であり、
「付加価値額＝売上高－費用総額＋給与総額＋租税公課」の算式を用いて調査項目から計算されたものが上記である。

出典：統計トピックスNo.73　経済センサスと経営指標を用いた産業間比較－平成24年経済センサス
‒活動調査の分析事例①〔経理項目〕（総務省）－図2-1 (http://www.stat.go.jp/data/e-census/topics/topi731.htm)

図１  労働者１人当たり付加価値額（労働生産性）
10.00

（単位：百万円）
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3.99
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3.182.77

農
林
漁
業

（
個
人
経
営
を
除
く
）

鉱
業
、採
石
業
、

砂
利
採
取
業

建
設
業

製
造
業

情
報
通
信
業

運
輸
業
、郵
便
業

卸
売
業

小
売
業

不
動
産
業

物
品
賃
貸
業

学
術
研
究
、

専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業

宿
泊
業

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業

娯
楽
業

教
育
、学
習
支
援
業

医
療
、保
健
衛
生

社
会
福
祉
・
介
護
事
業

複
合
サ
ー
ビ
ス
業

他
の
サ
ー
ビ
ス
業

表１  選定されたモデル施設
部 門 モデル施設

ビジネスホテル

綿善旅館（京都府京都市）
みやこ旅館（長野県上田市）

グランメール山海荘（青森県鯵ヶ沢町）
あぶらや燈千（長野県山ノ内町）

観月苑（北海道音更町）
小豆島国際ホテル（香川県土庄町）

芝大門ホテル（東京都港区）
ホテル松風（愛知県豊田市）

小規模
（30室未満）

中規模
（30～99室）

大規模
（100室以上）

旅館

（2016年6月時点）
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り
組
み
を
会
員
で
共
有
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す（
表
１
）。

今
年
度
は
、
観
光
庁
が
内
閣
府
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、

（
公
財
）
日
本
生
産
性
本
部
の
専
門
家
な
ど
を
派
遣
し
て
、

全
国
20
カ
所
で
７
月
よ
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

宿
泊
業
と
製
造
業
は
一
見
結
び
つ
か
な
い
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、５
Ｓ・３
定（
注
）や
マ
ル
チ
タ
ス
ク
な
ど
の
考
え
方
は
、

我
々
の
業
務
に
も
役
立
つ
部
分
が
多
く
、
生
産
性
向
上
に

つ
い
て
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
・
機
械
化
で
従
業
員
の
負
担
を
軽
減

経
営
者
の
多
く
が
従
業
員
の
給
料
の
安
さ
に
甘
え
、
生

産
性
を
上
げ
る
努
力
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
現
在

の
深
刻
な
人
手
不
足
の
一
因
と
言
え
ま
す
。
生
産
性
を
上

げ
る
に
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
両
面
の
取
り

組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
重
要
な

の
は
資
金
を
投
じ
て
機
械
化
や
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
、
作
業
を

効
率
化
し
て
、
従
業
員
の
負
担
を
省
く
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
経
営
者
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

一
方
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
効
果
的
な
の
は
、
従
業
員
が

行
っ
た
旅
館
ホ
テ
ル
へ
の
貢
献
が
ち
ゃ
ん
と
評
価
さ
れ
た

と
感
じ
る
こ
と
に
よ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
だ
と
思
い

ま
す
。
実
際
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
す
る
と
生
産
性

も
上
が
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
研
究
結
果
が
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

今
後
、
人
材
不
足
へ
の
対
応
は
、
給
与
ア
ッ
プ
を
含
め

た
待
遇
向
上
と
と
も
に
そ
れ
を
周
知
す
る
努
力
が
必
要
で

あ
り
、
我
々
の
業
界
は
周
知
活
動
に
今
ま
で
あ
ま
り
熱
心

で
は
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
今
い
る
人

材
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
そ
れ
に
は
や
は
り

待
遇
向
上
、
そ
し
て
従
業
員
が
「
認
め
ら
れ
た
」
と
感
じ

る
こ
と
に
よ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
ら
２
点
は
両
輪
と
し
て
、
ど
ち
ら
も
等
し

く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

 （
は
り
た
に　

さ
と
る
）

聞
き
手
：
観
光
政
策
研
究
部　

梅
川
智
也
・
後
藤
健
太
郎

針
谷 

了
（
は
り
た
に 

さ
と
る
）

　
一
般
社
団
法
人
日
本
旅
館
協
会
会
長
、
株
式
会
社
湯
元
舘
代
表
取

締
役
会
長
。１
９
７
４
年
３
月
同
志
社
大
学
商
学
部
卒
業
。１
９
６
９

年
８
月
株
式
会
社
湯
元
舘
入
社（
大
学
在
学
中
）。１
９
７
４
年
４
月

専
務
取
締
役
、１
９
８
４
年
８
月
代
表
取
締
役
社
長
、２
０
１
１
年
３

月
会
長
に
就
任
。２
０
１
４
年
６
月
日
本
旅
館
協
会
３
代
目
会
長
に

就
任
。自
館
の
経
営
の
み
な
ら
ず
、お
ご
と
温
泉
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
も
取
り
組
む
。

（
注
）５
Ｓ
は
「
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
し
つ
け（
習
慣
化
）」の
頭

文
字
で
、
製
造
業
の
基
本
と
さ
れ
る
。
３
定
は
も
の
を
整
頓
す
る

際
の
基
本
の
考
え
方
で
「
定
位
（
定
め
ら
れ
た
場
所
）」「
定
品
（
定

め
ら
れ
た
品
物
）」「
定
量（
定
め
ら
れ
た
量
）」を
指
す
。

「
改
善
活
動
」で

モ
チベー
ション
向
上

滋
賀
県
・
お
ご
と
温
泉
「
湯
元
舘
」

生
産
性
向
上
を
強
く
推
進
す
る
根
拠
と
も
な
る
、

針
谷
氏
自
ら
が
経
営
す
る
施
設
で
の
取
り
組
み
の
一

部
を
紹
介
す
る
。

湯
元
舘
で
は
15
年
ほ
ど
前
か
ら
、従
業
員
が
業
務

改
善
に
つ
い
て
提
案
す
る
「
改
善
活
動
」
を
行
っ
て

い
る
。
自
分
が
行
っ
た
改
善
を
報
告
す
る
「
メ
モ
」、

ア
イ
デ
ア
を
提
案
す
る
「
気
づ
き
」
の
２
種
類
が
あ

り
、
約
２
７
０
人
の
従
業
員
か
ら
昨
年
に
寄
せ
ら
れ

た
数
は
１
９
９
４
件
。
１
人
当
た
り
の
提
出
件
数
は

平
均
７
件
以
上
に
及
ぶ
。

そ
の
９
割
以
上
が
「
メ
モ
」
で
、
内
容
は
コ
ス
ト

削
減
、
作
業
効
率
化
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
１
枚
に

つ
き
数
百
円
の
報
奨
金
が
つ
き
、
優
良
な
提
案
は
経

営
会
議
に
か
け
ら
れ
、
さ
ら
に
報
奨
金
が
上
乗
せ
さ

れ
る
。「
ど
ん
な
小
さ
な
工
夫
や
努
力
も
、
会
社
が

認
め
て
く
れ
た
と
い
う
気
持
ち
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
針
谷
氏
は
語
る
。

230観光文化特集4.indd   31 2016/07/01   10:10



32観光文化230号 July 2016

し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
も
現
場
か
ら
よ
く
聞
き
ま
す
。

田
村　

そ
の
背
景
に
は
、
こ
こ
数
年
で
急
激
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
が
増
加
し
た
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
他

の
先
進
国
の
ホ
テ
ル
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
見
て
も
、
か
な

り
外
国
人
の
労
働
者
が
入
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

　

し
か
し
、
た
だ
単
純
労
働
者
と
し
て
ど
ん
ど
ん
受
け
入

れ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
一
定
の
目
標
や
レ
ベ
ル
の
よ

う
な
も
の
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
に
到
達
す
る
た
め
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
形
で
あ
れ
ば
、
外
国
の
人
を
働

き
手
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
能
性
が
広

が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

梅
川　

日
本
の
お
も
て
な
し
と
い
う
の
は
、
世
界
で
も
有

数
な
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
だ
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
人
が

そ
の
お
も
て
な
し
を
学
ん
で
自
分
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を

上
げ
、
本
国
に
戻
っ
て
か
ら
も
「
日
本
で
勉
強
し
て
よ
か

っ
た
」
と
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

田
村　

人
材
の
確
保
や
育
成
の
話
か
ら
は
少
し
離
れ
ま
す

が
、「
日
本
の
お
も
て
な
し
は
世
界
最
高
水
準
な
ん
だ
」
と
、

日
本
人
は
自
分
た
ち
で
納
得
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
と
て
も
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る

こ
と
は
事
実
で
す
が
、
個
々
の
お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
応
え
て
い
る
か
と
い
う
と
、
実
際
に
は
外
国
人
の
お

客
様
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
出
た
り
も
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

例
え
ば
、
昼
ま
で
部
屋
で
く
つ
ろ
ぎ
た
い
の
に
、
と

に
か
く
10
時
に
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
ろ
と
言
わ
れ
た
と
か
、

ゆ
っ
く
り
朝
ご
飯
を
食
べ
た
い
の
に
、
８
時
に
は
お
膳
が

人
手
不
足
を「
生
産
性
向
上
」で
カ
バ
ー
す
る
策
を

梅
川　

近
年
、
観
光
産
業
、
特
に
宿
泊
産
業
の
現
場
か
ら

「
人
手
不
足
に
悩
ん
で
い
る
」
と
い
う
声
を
多
く
聞
き
ま
す
。

今
回
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
観
光
庁
で
は
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
、
今
後
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
宿
泊
産
業
の
人
材
確
保

や
育
成
に
つ
い
て
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

田
村　

地
方
の
旅
館
の
経
営
者
な
ど
か
ら
、
か
な
り
多
く

聞
か
れ
る
の
が
「
外
国
人
労
働
者
を
も
っ
と
使
え
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
要
望
で
す
。人
手
不
足
が
生
じ
て

い
る
こ
と
は
私
も
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
も
う
少
し

中
身
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
も
す
る
と
、「
賃
金
が
安
い
単
純
労
働
者
が
欲
し
い
」

と
い
う
こ
と
に
集
約
さ
れ
て
し
ま
う
懸
念
を
感
じ
る
の
で

す
ね
。
生
産
性
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
も
、
人
手

以
外
の
要
素
で
カ
バ
ー
で
き
る
部
分
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の

か
、
も
う
少
し
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

梅
川　
先
日
お
聞
き
し
た
話
で
は
、旅
館
の
調
理
部
門
や
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
人
材
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

田
村　
調
理
の
人
材
不
足
に
つ
い
て
考
え
る
と
、で
は
料
理

の
部
屋
出
し
が
全
て
の
旅
館
で
必
要
な
の
か
と
い
う
話
に

も
な
り
ま
す
。ま
た
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
関
し
て
言
え
ば
、ど

う
す
れ
ば
少
な
い
人
材
で
も
回
せ
る
の
か
、
つ
ま
り
合
理

化
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
、
実
際
、
か
な
り
大
胆
な
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
を
進
め
て
い
る
高
級
旅
館
も
あ
り
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
で
は
か
な
り
合
理
化

が
進
ん
で
い
る
一
方
、
旅
館
に
つ
い
て
は
生
産
性
が
低
い

と
い
う
指
摘
が
あ
る
の
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
逆
に
言

え
ば
伸
び
代
が
大
き
い
と
も
言
え
ま
す
。

　

先
進
的
な
旅
館
経
営
者
が
徹
底
し
た
在
庫
管
理
や
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
、
あ
る
い
は
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化
を
進
め

た
り
、
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
だ

け
に
絞
り
、
無
駄
を
省
く
こ
と
で
労
働
生
産
性
が
非
常
に

向
上
し
た
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
そ
う
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
先
決
な
の
で
は
と

い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
雇
用
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
考
慮
を

梅
川　

外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
を
宿
泊
産
業
に
適

用
す
る
場
合
、
か
な
り
制
限
が
あ
る
の
で
、
条
件
を
緩
和

必
要
な
の
は
多
層
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム

観
光
庁
　
長
官
　
　
　

田
村 

明
比
古
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我
が
国
で
は
非
常
に
弱
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
旅
館
で
あ
れ
ば
、
家
業
と
し
て
継
ぎ
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
お
客
さ
ん
が
来
れ
ば
、
一
年
分
の
上
が

り
が
稼
げ
る
と
い
う
昔
な
が
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
を
変
え

ず
に
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
そ

こ
は
や
は
り
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
進
む
方
向
と
し
て
は
、
所
有
と
経
営
を
分
離

し
て
い
く
よ
う
な
形
態
が
日
本
の
宿
泊
業
に
と
っ
て
も
好

ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
上
得
意
を
多
く
抱

え
た
伝
統
的
な
高
級
旅
館
や
高
級
ホ
テ
ル
で
あ
れ
ば
、
独

立
し
た
形
態
で
今
後
も
存
在
し
得
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

う
で
は
な
い
中
間
的
な
価
格
帯
の
宿
泊
施
設
の
多
く
は
、

か
な
り
淘
汰
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

梅
川　

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

田
村　

例
え
ば
、
ど
う
に
も
経
営
が
う
ま
く
い
か
な
く
な

っ
た
施
設
を
、
や
る
気
の
あ
る
経
営
者
が
所
有
者
か
ら
買

い
取
っ
て
経
営
す
る
形
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
経
営
す
る
側
も
、
一
定
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
っ
た
人
を
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
し
、
支
配
人
と

し
て
雇
う
と
い
っ
た
雇
用
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出
て
く
る
は

ず
な
ん
で
す
ね
。

　

と
な
れ
ば
、
そ
う
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
人
材
教
育
が
で
き
て
い
な
い
と
困
る
わ
け
で
す
が
、

今
の
日
本
で
は
、
案
外
そ
う
い
う
体
制
が
確
立
し
て
お
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
の
中
で
ち
ゃ
ん
と
育
て
る
と
い
う
形

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
は
、
例
え

出
て
き
た
り
、
少
し
無
理
を
聞
い
て
ほ
し
い
時
に
「
そ
れ

は
で
き
ま
せ
ん
」
の
一
言
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
結

構
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
日
本
の
お

も
て
な
し
と
い
う
の
も
結
構
改
善
の
余
地
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

必
要
な
の
は
多
層
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム

田
村　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
宿
泊
業
界
で
は
、
旅
館
、
ホ
テ

ル
そ
れ
ぞ
れ
で
現
場
の
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
ス
キ
ル
と
は

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
さ
ら
に
現
場
の
長
を
任
せ
る
に

は
ど
う
い
っ
た
ス
キ
ル
が
必
要
か
と
い
っ
た
こ
と
を
ち
ゃ

ん
と
分
析
し
、
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、宿
泊
業
界
に
は
若
い
方
た
ち
に
も
っ
と
入
っ

て
い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
が
、キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
も
の
が
な
い
と
、人
材
不
足
の
解

決
も
な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

梅
川　

確
か
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
保
ち
方
と
い
う
の
が

難
し
く
て
、「
旅
館
に
就
職
は
し
た
け
れ
ど
、
ど
の
よ
う
に

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
声

は
現
場
で
よ
く
聞
き
ま
す
ね
。

　

労
働
生
産
性
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
考
え
ら
れ
る
社
員
を

雇
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
も
言
え
ま
す
が
、
な
か
な
か
そ

う
い
っ
た
人
材
確
保
も
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な

る
と
個
々
の
旅
館
や
宿
泊
施
設
が
で
き
る
努
力
を
超
え
て

い
る
の
で
は
、
と
も
感
じ
ま
す
。

　

例
え
ば
就
職
説
明
会
な
ど
で
、
ホ
テ
ル
業
界
や
旅
館
業

界
と
し
て
出
展
し
「
自
分
た
ち
の
仕
事
は
こ
う
い
う
仕
事

で
す
」
と
就
職
活
動
を
し
て
い
る
学
生
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

な
ど
、
業
界
と
し
て
取
り
組
め
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
と

思
い
ま
し
た
。

田
村　

我
々
も
、
宿
泊
産
業
で
働
く
方
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
つ
い
て
は
問
題
意
識
を
非
常
に
持
っ
て
い
て
、
現
場

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
一
定
の
ス
キ
ル
を
持
っ
て
働
く
人
、
現

場
の
長
を
務
め
る
中
堅
の
幹
部
、
経
営
者
の
各
レ
ベ
ル
に

対
す
る
多
層
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
、
こ
れ
ま
で

Interview

田
村 

明
比
古
（
た
む
ら 

あ
き
ひ
こ
）

　

１
９
８
０
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
、
同
年
に
運
輸
省
（
現
国
土
交

通
省
）
入
省
。
在
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
日
本
国
大
使
館
参
事
官
、
運
輸

省
運
輸
政
策
局
観
光
部
旅
行
振
興
課
長
、
福
岡
県
企
画
振
興
部
理
事
、

国
土
交
通
省
航
空
局
監
理
部
総
務
課
長
、
同
省
大
臣
官
房
審
議
官
、

同
省
鉄
道
局
次
長
、
同
省
航
空
局
長
な
ど
を
経
て
、
２
０
１
５
年
９

月
観
光
庁
長
官
に
就
任
。
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ば
日
本
に
新
し
い
ホ
テ
ル
を
作
る
と
な
っ
た
場
合
、
支
配

人
を
公
募
す
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
ホ
テ
ル
や
観
光
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人
や
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
学

位
を
取
っ
た
人
、
別
の
ホ
テ
ル
で
実
績
を
上
げ
た
人
な
ど

が
応
募
し
、
そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
就
任
す
る
と
い
う
形

が
主
流
で
す
。
そ
う
い
う
形
に
な
っ
て
い
か
な
い
と
、
日

本
の
宿
泊
産
業
も
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
ら
な

い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

梅
川　

所
有
と
経
営
・
運
営
を
分
け
る
と
い
う
形
態
は
、

日
本
の
ホ
テ
ル
業
界
で
も
だ
い
ぶ
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
旅
館
で
も
そ
う
い
う
考
え
方
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

今
こ
そ「
出
口
」を
意
識
し
た
観
光
教
育
を

梅
川　

宿
泊
産
業
の
人
材
確
保
や
支
援
策
に
つ
い
て
、
国

と
し
て
今
後
の
方
向
性
で
お
考
え
の
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

田
村　

今
年
の
３
月
末
に
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
」（
図
１
）を
政
府
全
体
で
取
り
ま
と
め
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
も
観
光
産
業
、
特
に
宿
泊
産
業
の
人
材
育
成
は

一
つ
の
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
よ

う
に
、
多
層
的
な
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
を
経
験
し
た

優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
が
さ
ら
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
「
観
光

大
学
院
的
」な
教
育
機
関
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
と
い
う

観光文化230号 July 2016

こ
と
で
、
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
、
観
光
庁
が
協
力

し
て
そ
う
し
た
も
の
を
作
ろ
う
と
い
う
話
が
進
み
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

既
存
の
大
学
に
お
け
る
観
光
学
部
の
現
状
に
つ
い
て
も
、

我
々
は
非
常
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
近

隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
観
光
学
部
は
、
経
営
系
が
４
分
の
３

く
ら
い
を
占
め
て
い
ま
す
。
日
本
の
観
光
学
部
の
場
合
は

文
化
人
類
学
系
で
あ
っ
た
り
、
都
市
工
学
的
な
性
格
が
強

か
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
系
統
が
あ
り
ま
す
が
、
経
営
系

と
な
る
と
全
体
の
２
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
学
部
を
卒
業
し
て
も
、
観
光
産
業
に
就
職

す
る
人
が
卒
業
生
全
体
の
16
％
し
か
い
な
い
と
い
う
こ
と

が
デ
ー
タ
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

梅
川　

立
教
大
学
の
観
光
学
部
で
も
、
観
光
産
業
へ
の
就

職
率
が
約
４
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

田
村　

今
、
こ
れ
だ
け
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
て
い
ま
す

か
ら
、
そ
れ
に
対
応
す
る
人
材
育
成
が
必
要
な
の
で
す
が
、

決
し
て
十
分
な
教
育
体
制
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
か
つ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
大
学
に
観
光
学
部
が
作
ら
れ
、
一
種
の

ブ
ー
ム
の
よ
う
な
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
は
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
で
し
た
か
ら
。

梅
川　

そ
う
で
す
ね
。
当
時
は
、
主
に
旅
行
会
社
に
入
り

た
い
と
い
う
学
生
を
育
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
全
然

状
況
が
違
い
ま
す
。

田
村　

と
い
う
こ
と
は
、
教
え
る
側
に
も
や
は
り
人
材
が

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
現
状
に
対
応

で
き
て
い
な
い
と
言
え
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
性
格
の
観
光
学
部
が
あ
っ
て

い
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
今
、
全
国
各
地
で
設
立
が
進
め

ら
れ
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
注
）
を
例
に
考
え
れ
ば
、
景
観
の
維

持
や
向
上
と
い
っ
た
知
識
だ
け
で
な
く
、
経
営
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
知
識
も
当
然
必

要
に
な
り
ま
す
。
ま
し
て
宿
泊
産
業
と
な
れ
ば
、
も
う
少

し
経
営
的
な
力
点
を
置
く
学
部
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は

図 １ 「明日の日本を支える観光ビジョン」－世界が訪れたくなる日本へ－
平成28年3月30日策定これまでの議論を踏まえた課題

■我が国の豊富で多様な観光資
源を、誇りを持って磨き上げ、
その価値を日本人にも外国人
にも分かりやすく伝えていくこ
とが必要。

■観光の力で、地域の雇用を生
み出し、人を育て、国際競争力
のある生産性の高い観光産業
へと変革していくことが必要。

■CIQや宿泊施設、通信・交通・
決済など、受入環境整備を早
急に進めることが必要。

■高齢者や障がい者なども含め
た、すべての旅行者が「旅の喜
び」を実感できるような社会
を築いていくことが必要。

「観光先進国」への「3つの視点」と「10の改革」

視点１
「観光資源の魅力を極め、

地方創生の礎に」

視点２
「観光産業を革新し、国際競争力
を高め、我が国の基幹産業に」

視点３
「すべての旅行者が、ストレスなく
快適に観光を満喫できる環境に」

■「魅力ある公的施設」を、ひろく国
民、そして世界に開放

■「文化財」を、「保存優先」から観光
客目線での「理解促進」、そして「活
用」へ

■「国立公園」を、世界水準の「ナショ
ナルパーク」へ

■おもな観光地で「景観計画」をつく
り、美しい街並みへ

■古い規制を見直し、生産性を大切
にする観光産業へ

■あたらしい市場を開拓し、長期滞
在と消費拡大を同時に実現

■疲弊した温泉街や地方都市を、未
来発想の経営で再生・活性化

■ソフトインフラを飛躍的に改善し、
世界一快適な滞在を実現

■「地方創生回廊」を完備し、全国ど
こへでも快適な旅行を実現

■「働きかた」と「休みかた」を改革し、
躍動感あふれる社会を実現
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な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

あ
と
は
高
校
と
大
学
の
間
の
レ
ベ
ル
で
も
、
実
践
的
で

現
場
の
役
に
立
つ
教
育
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
専
修

学
校
な
ど
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
を
中
心
に
改
善
を
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
人
材
の
育
成
が
必
要
な

い
く
つ
か
の
産
業
分
野
を
選
び
、
専
修
学
校
の
強
化
を
し

て
い
こ
う
と
い
う
の
が
文
部
科
学
省
の
考
え
で
す
が
、
そ

の
中
の
一
分
野
と
し
て
観
光
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
観
光
お
よ
び
宿
泊
産
業
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
で
職
場
の
中
心
に
な
れ
る
人
を
つ
く

っ
て
い
く
取
り
組
み
を
、
国
を
挙
げ
て
や
っ
て
い
こ
う
と

い
う
の
が
今
の
我
々
の
考
え
方
で
す
。

梅
川　

専
修
学
校
の
改
善
や
強
化
も
重
要
で
す
よ
ね
。
既

に
観
光
や
ホ
テ
ル
関
係
の
専
修
学
校
も
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
が
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
や
は
り
変
え
る
べ
き
部
分

が
あ
り
ま
す
か
。

田
村　

詳
し
く
調
査
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
既

存
の
専
修
学
校
の
教
育
も
、
全
て
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

に
は
な
っ
て
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た
、
ホ
テ
ル
の
フ
ロ

ン
ト
の
長
が
で
き
る
人
や
、
旅
館
の
仲
居
の
長
が
で
き
る

人
な
ど
を
育
て
る
と
こ
ろ
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

観
光
案
内
所
一
つ
を
例
に
と
っ
て
見
て
も
、
役
割
が
以

前
と
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
今
は
外
国
人
対

応
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
し
、
求
め
ら
れ

る
情
報
発
信
の
方
法
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

も
の
に
対
応
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
だ
あ
ま
り
な
く
、

現
状
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

梅
川　

確
か
に
今
は
、
観
光
の
勉
強
を
し
た
学
生
が
、
違

う
分
野
の
仕
事
に
行
っ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
、
非
常
に

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

海
外
の
大
学
の
観
光
学
部
で
は
「
出
口
」、
す
な
わ
ち

観
光
業
界
を
非
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
常

に
業
界
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
大
学
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
田

村
長
官
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
昔
の
ま
ま
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
や
っ
て
い
る
の
で
、
出
口
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
う
ま
く

で
き
て
い
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

田
村　

そ
う
思
い
ま
す
ね
。
も
う
一
つ
言
え
る
の
は
、
産

業
側
も
「
こ
う
い
う
ス
ペ
ッ
ク
を
持
っ
た
こ
う
い
う
人
材

が
必
要
」
と
い
う
こ
と
を
、
自
分
た
ち
自
身
で
ま
だ
意
識

で
き
て
い
な
い
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
、
産
業
側
も
や
は
り
変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

梅
川　

そ
う
で
す
ね
。
ま
だ
ま
だ
日
本
で
は
、「
会
社
に

は
真
っ
白
な
状
態
で
入
っ
て
き
て
も
ら
い
、
入
っ
て
か
ら

教
育
す
る
」
と
い
う
考
え
方
が
根
強
い
で
す
が
、
実
は
そ

ん
な
余
裕
も
企
業
側
に
な
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
本

当
は
、
あ
る
程
度
学
ん
で
き
た
人
間
が
欲
し
い
は
ず
な
の

に
、
な
か
な
か
そ
う
い
う
マ
ッ
チ
ン
グ
が
う
ま
く
で
き
て

い
な
い
と
言
え
ま
す
ね
。

田
村　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
２
０
０
０
万
人
に
到
達
し
ま
し

た
が
、「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
は
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
誘
致
し
、「
観
光
で
食
べ
て
い
く
」
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
一
定
の
決
意
を
し
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
実

現
す
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
相
当
変
わ
っ
て
い
か

な
い
と
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

梅
川　

本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

聞
き
手
：
観
光
政
策
研
究
部　

梅
川
智
也
・
守
屋
邦
彦

取
材
・
編
集
協
力
（
特
集
４
）：
井
上
理
江

（
注
）Ｄ
Ｍ
Ｏ「Destination M

anagem
ent/M

arketing Organization

」の

略
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で
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法
人
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録
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ス
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し
て
い
る
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